
西の丸御蔵城宝館企画展 

「名品でたどる名古屋城史 創建・戦災・そして明日」 

開催要項 

１．名称 

  西の丸御蔵城宝館企画展「名品でたどる名古屋城史 創建・戦災・そして明日」 

２．趣旨 

  名古屋城は、江戸時代初期に創建され、明治以降は皇室の離宮となり、その後名古屋

市に下賜されました。第二次世界大戦末期の空襲により主要建造物を失いましたが、戦

後再建された天守閣は博物館機能をあわせもち、市民の皆様から貴重な資料をご寄贈い

ただき、修理しつつ保管してきました。 

今回の展示では、本丸御殿を飾っていた障壁画はじめ、天皇の御料品など名古屋城の

近代を語る資料、またご寄贈資料の名品を公開します。なかでも「信長関係染織資料」

は、令和 5 年度の修理完了後今回がはじめての展示となります。あわせて、令和 6 年度

に全 700 面の修理が完了する重要文化財本丸御殿天井板絵の修理過程を紹介します。 

３．主催 

  名古屋城総合事務所 名古屋城調査研究センター 

４．協力 

  一般財団法人 名古屋城振興協会 

５．会場 

  名古屋城 西の丸御蔵城宝館（名古屋市中区本丸 1 番 1 号） 

６．会期 

令和 7 年(2025)3 月 7 日(金)～4 月 20 日(日) 

会期中は無休（ただし、催事等で変更になる場合があります。） 

※展示状況は、ホームページ掲載の出品目録にてお知らせします。 

７．開館時間 

  午前 9 時～午後 4 時 30 分 (最終入館午後 4 時) 

８．観覧料 

    無料 

※名古屋城観覧料500円（名古屋市内在住65歳以上100円・中学生以下無料）が必要です。 

９．主な出品資料 

重要文化財 名古屋城本丸御殿障壁画 「竹林豹虎図襖絵」 慶長 19 年（1614） 

4 面中 2 面 



重要文化財 名古屋城本丸御殿障壁画 「扇面流図襖絵」 寛永 11 年（1634）4 面 

重要文化財 名古屋城本丸御殿天井板絵 寛永 11 年（1634） 

「萌黄四ツ目菱斜格子緞子地木瓜紋鎧下着」 江戸時代初期 

「卓被」 天皇御料品 明治～大正 

「黒漆塗菊紋散椅子」 皇后・皇太后御料品 明治～大正 

※いずれも名古屋城総合事務所蔵 

＜参考図版＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．担当 

  〒460-0031 

    愛知県名古屋市中区本丸１番１号 

  名古屋城総合事務所 名古屋城調査研究センター  

  学芸員 朝日 美砂子 

  TEL:052-231-2481  FAX:052-218-5335 

重要文化財 名古屋城本丸御殿障壁画 「竹林豹虎図襖絵」 慶長 19 年（1614） 

 

  
「卓被」 天皇御料品 明治～大正 重要文化財 名古屋城本丸御殿障壁画 

「扇面流図襖絵」 寛永 11 年（1634） 

※図版は四面のうち二面 


